
令和４年度 第２回燕市学校給食運営委員会会議録（要旨） 

 

日  時：令和５年１月 18 日（水）午後３時から４時まで 

場  所：燕市役所 １階つばめホール 

出席委員： 燕東小学校委員、燕北小学校委員、小池小学校委員、大関小学校委員、 

小中川小学校委員、粟生津小学校委員、吉田小学校委員、吉田北小学校委員、

分水北小学委員、島上小学校委員、小池中学校委員、分水中学校委員、 

燕北中学校委員、吉田中学校委員、食物アレルギーに識見を有する者、 

学校薬剤師 

欠席委員： 燕南小学校委員、分水小学校委員 

委託業者： 株式会社味彩燕、株式会社メフォス 

栄養教諭： 東部学校給食センター栄養教諭、西部学校給食センター栄養教諭 

事 務 局： 教育長、教育次長、主幹、学校教育課長、学校教育課課長補佐、学校給食係 

 

１ 開会挨拶   佐藤委員長 

 

２ 学校給食に関する取組報告（進行 学校給食運営委員長） 

 (1) 大河津分水通水 100 周年記念給食  

  ・令和４年８月 25日（木）に大河津分水が通水 100 周年を迎え、これを記念し「大河

津分水通水 100 周年記念給食」を 10 月 25 日（火）に市内全校に提供した。 

  ・記念給食メニューは、長善館学習塾参加児童へ「燕市でとれる農産物で自慢したい

食材」についてアンケートを実施し、回答の多かった食材（米、トマト、きゅうり、

なす、枝豆など）をふんだんに使用したメニューとした。 

  ・記念給食メニューそれぞれの特徴や工夫点を報告した。 

 

 (2) 新型コロナウイルス感染症対策に係る対応  

  ・新型コロナウイルス感染症による臨時休業に伴う給食中止の際は、保護者負担の軽 

減のため市で食材費相当額を補填し、保護者からは給食費をいただかない対応とし

ている。 

  ・臨時休業による学校給食中止回数について報告した。 

 ・発注を取り消せなかった給食物資については、日持ちするものは繰り越して後日使

用する、フードバンク団体に寄付して福祉目的に活用する、給食がある学校に配食

するなど、フードロスにならないよう対応している。 

 

(3) 物価高騰等に係る対応  

  ・子育て世帯の負担軽減を図るため、国の臨時交付金を活用し、市が食材費高騰分と

して、児童生徒１人あたり年間約 2,000 円を補填している。 

 

 



(4) 非常変災等臨時休業に係る対応  

・今年度、「燕市非常変災等臨時休業給食費補助金交付要綱」を制定し、小中学校が臨 

時休業措置を行った際は、保護者に給食費をいただかないよう対応している。 

  ・９月の台風接近、12 月の暴風雪の臨時休業の際に適用したことを報告。 

  

(5) 食物アレルギーに関する取組 

 ・食物アレルギー対応委員会、食物アレルギー研修会、食物アレルギーをもつ児童生

徒の保護者との情報交換会の開催について報告した。 

 ・学校給食巡回指導を実施し、衛生面とアレルギー対応の方法について確認を行った。 

 

 (6) 燕市西部学校給食センターが文部科学大臣表彰を受賞 

 ・令和４年度学校給食表彰において、燕市西部学校給食センターが「学校給食優良学

校等（共同調理場）」として文部科学大臣表彰を受賞したことを報告した。 

 

 (7) 食育動画 

・今年度は、「衛生編」として、給食ができるまでの衛生管理について食育動画を作成

した。食育動画は、各学校へ周知し、食育の教材としての活用を想定している。 

（動画視聴） 

 

３ 学校給食における地産地消の状況 

・産地別野菜使用量と県内・市内産使用率の実績を報告した。 

・県内・市内産野菜等の使用率は年々少しずつ増加している。 

・市内生産者から納入された野菜の種類と購入量について報告した。 

 

４ 令和４年度燕市学校給食喫食量調査 

令和４年度燕市学校給食喫食量調査の結果、小学３・４年生の２日間平均の喫食率は、 

91.9％、中学２年生の２日間平均の喫食率は 95.0％であったことを報告した。 

・小学３・４年生、中学２年生とも昨年度より喫食率が増加した。 

・小学校、中学校ともに牛乳や主菜の喫食率は高く、主食の喫食率が低い結果とな

った。また、小学校では、中学校に比べ汁物や副菜の喫食率が低かった。 

   ・小学校、中学校ともに鉄、ビタミン B1、食物繊維において提供量に対する摂取量

の充足率が低い結果であった。 

 

【委員の意見等】 

委員（校長）  ごはんの喫食率が低いというのは、どう捉えたら良いのか。ごは

んが嫌いのか。これが改善しない限り、喫食量は上がらないと思う

が、どのような対応を考えているか。 

 



事務局  今年度の巡回指導の際に、盛り残しが多い印象を受けた。盛られ

た分は食べきっているが、食缶の半分ほどの量が盛られずにそのま

ま残ってしまうクラスもあった。まずは、盛り切りを実施し、でき

る限り食べるような指導をしていただきたい。 

 

５ 令和５年度学校給食実施回数 

  ・全学校に希望調査を行った結果を受け、令和５年度の学校給食実施回数について報

告した。 

 

６ 閉会挨拶   教育長 


